
































































































































































































































































ば、 リレーのアンカーをした子どもばり レーの絵を描き、 ピラミッ ﾄﾞの頂上を経験して自信を
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持った子どもは、ピラミッドの絵を錨いた。臘分の中で、印象的な競技警描いたのである。絵
を適して、一生懸命がんばったこと醤伝えようとしていたのでは芯いか。結果として、子ども
が感じたこと．考えたことは、理解できたが、性祷に関しては、いくつもの捉え方があるので、
難しさを改めて感じた。日頃の様子なども考慮して、総合豹に見る必要がある。
；
§
おわり1国
この論文では、 子どもの絵について、絵にはどんな深い意味がこめられているのか、 絵を通
；して純を伝えようとしているのかを調査･研究すること護菖的とした。第１章では、子曙もはな
ぜ絵を描くのか､２索では、子どもの絵にはどのような深い意味がこめられているのか、８章で
；lま、子どもの絵とどのように関わっていく べきか、４章では、事例研究をもとに、子どもは、絵
を通して何巻伝えようとしているのかを中心に研究した。
実際に冠様々癒絵と関わって、子どもの絵の奥深い世界に感動した。 特に、事例研究として
お世話になった幼児グループの子どもの絵は、 今年の３月から見ている。中でも、多動性の子ど
:かつたが、今では、自分なりに楽しんで描くよｂは、始めば絵を描くことに全く興味を袴た芯かつたが、
う胆なった。 一人一人の子どもの表現方法が発達していく 過程を慨近で見られたことをうれし
<思うとともに、藩どもの力に雛かされた。
子どもの絵の研究を通して、子どもの絵にもそれぞれ特徴があり、心の状態や子どもをとり
まく環壌が紫蝋に表れることを改めて感じた。 教師や親の逝場として、子どもの絵から子ども
の心を理解してあげる望とは、
ろ診断だけ腱頼るのでは芯〈、
を忘れては芯ら祓い。
とても大切なことである。第２灘で顔り鮨げた色彩や形などによ
子どものMII鰯や日頃の様子も踏まえて、 子どもの絵を見ること
子どもの絵と心の関係について、研究結果として以下にまとめる。
(1)子どもにとって絵を描くことは、
る。
家族や友達芯どとのコミュニケーション手段の－．つであ
(2)子どもは絵Ｊ
(3)絵の診断は、
子 を描くことで、 感じたことや考えたことを素直に表現する。
子どもの心の内側にあるものを蝿ろ上で、 大切である。絵に表れた色彩や糖
徴を直接的に性柊と結びつけるのではなく、 子どもの健康状態、環壌なども含めて、総合
的に判断するべきである。
催） 子どもの絵に自分の意見護押し付けること戦〈、 子どもの努力を理解し、共感することが
大切である。それによって、子どもは、絵を描く
最近では、共働き葱どで核家族も多く、瀧子でコミ
ことがもっと好きになり、閏信をつける。
ユニケーションをとる場が少なくなって
いる。そのために、 自分の気持ちを上手に表現できない子どもが増えている。 そんな子ども淀
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子どもの絵と心の関係
ちの絵には駒何か訴えるものがあ愚。子どもの絵は、 蕊劔に注意深く見るべきであると思う。 ぞ
最後になりましたが、 この論文を擢導して頂いた嵩間浩先生、 噸例研究の絵に協力して頑い
た横須賀市のＵ鋤児グループの先生方、 園児９人の子どもたち、様々な絵を頂いた山道髪さみさ
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